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東アジアへの展開東アジアへの展開
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日韓接続日韓接続
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中韓接続中韓接続
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AntennaAntenna

�� 12m shaped Cassegrain12m shaped Cassegrain

�� Up to for 32 GHzUp to for 32 GHz

�� Maximum Slew rates:Maximum Slew rates:

Azimuth   = 5 deg sAzimuth   = 5 deg s--11Azimuth   = 5 deg sAzimuth   = 5 deg s--11

Elevation = 1 deg sElevation = 1 deg s--11

47 inch

16 inch

47 inch

16 inch
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The Square Kilometre Array:The Square Kilometre Array:
A Phased Approach to ConstructionA Phased Approach to Construction

SKA Core



通信網の高速化通信網の高速化

�新たな規格として10GBASE-T（UTPによる10ギガビット・イーサネット《10GbE》）規格
が決定された。さらなる高速規格として40ギガビット・イーサネット（40GbE）や100ギガ
ビット・イーサネット（100GbE）などが国際的な通信規格について話し合う組織である
IEEEにおいて調整段階にある。



５０５０GHGHｚｚADAD変換器の試作変換器の試作

�� NTTNTT研究所より研究所よりInP HBTInP HBT
素子を入手素子を入手

�� サンプリングブロックのサンプリングブロックの
製作製作

�� デジタル並列化回路のデジタル並列化回路の
製作（特許出願製作（特許出願))製作（特許出願製作（特許出願))

�� ５０５０GHGHｚでのサンプリングｚでのサンプリング
を世界で始めて実現を世界で始めて実現

�� デジタルモノダイン受信デジタルモノダイン受信
機への道を開いた機への道を開いた

00--4G4G 44--8G8G 88--12G12G 1212--16G16G 1616--20G20G 2020--24G24G 2424--28G28G 2828--32G32G

In case 8GHz sampling



W49N on NRO 45mW49N on NRO 45m

BB スペクトル RF スペクトル

LO=(16.85+3)GHｚで周波数変換し、
2.2-2.6GHzのIF帯に変換してから
8.192GHzでサンプリング、512K点
FFTを行った。図は一部の拡大

20.480-24.576GHz（帯域幅4.096GHz）を
直接8.192GHzでサンプリングし、512K点
FFTを行った。図は一部の拡大
スペクトルは逆順になっている。



電磁波スペクトルと研究領域電磁波スペクトルと研究領域

メータ波メータ波 センチ波センチ波 ミリ波ミリ波 サブミリ波サブミリ波
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高周波SKA サブミリ波VLBI

LOFAR、MWAで米豪欧がパイロットプログラム実施中



今後進むべき研究方向今後進むべき研究方向

�� サブミリ波サブミリ波VLBIVLBIの展開の展開

�� ASTE,ALMAASTE,ALMAの資源を最大限に活用の資源を最大限に活用

�� 超広帯域超広帯域の電波スペクトル検出の電波スペクトル検出

�� キーワード：高感度、広帯域、高分解能キーワード：高感度、広帯域、高分解能

�� 我々の銀河の中心核の描像我々の銀河の中心核の描像

�� 高周波高周波SKASKAへの参加への参加

�� 日本が培ってきた超高速信号処理技術で世界に貢献日本が培ってきた超高速信号処理技術で世界に貢献

�� 南天南天VERAVERA：銀河中心方向の星の動きを明らかに：銀河中心方向の星の動きを明らかに

�� 広帯域分光により未知の信号スペクトルを検出広帯域分光により未知の信号スペクトルを検出



共通基礎技術開発の重要性共通基礎技術開発の重要性

�� 超高速５０超高速５０GHGHｚサンプラｚサンプラ

�� 高周波高周波SKASKA：：88--24GHz24GHz帯域の直接信号検出帯域の直接信号検出

�� サブミリ波サブミリ波VLBIVLBI：：帯域幅帯域幅24GHz24GHz（比帯域１０％）（比帯域１０％）
の受信系、現状の受信系、現状WHSFWHSFの６倍の６倍の受信系、現状の受信系、現状WHSFWHSFの６倍の６倍

�� コア技術の国内特許公開中コア技術の国内特許公開中
�� 国際特許申請準備中国際特許申請準備中

�� 超広帯域給電装置（高周波超広帯域給電装置（高周波SKASKA））

�� TSA(Taper Slot Antenna)TSA(Taper Slot Antenna)の開発の開発

�� 88--24GHz24GHz帯の広帯域同一ビーム幅給電技術の研究開発帯の広帯域同一ビーム幅給電技術の研究開発



まとめまとめ

�� 光結合光結合VLBIVLBI推進室は光結合ネットワークの推進室は光結合ネットワークの
構築だけでなく、共通基礎技術としての構築だけでなく、共通基礎技術としての

�� データの生成データの生成

�� デジタルデータ処理デジタルデータ処理�� デジタルデータ処理デジタルデータ処理

�� データの蓄積と伝送データの蓄積と伝送

の実用化開発研究を進めるの実用化開発研究を進める
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